
135.昭和59年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 3

25.古墳時代後期・律令期の各転換期の集落跡

ヲ賢策町高野地先 高野遺跡

tU山flil1tl:の，'4)j にあリ、 ~'t洲 1 1( Lt:I~~I'1 然収|切上に 3.L

.il!.! -rる11ill M事{手、{治米、 iU物のl¥k，{Ji.1~ij~ などから、 ï1j

t~ :.t.;:!~I- 'I'也:NMI~にかけ ての羽H日事 è 15'えら JLてい

た"しかし、 11M日59(1; 7 fIよ 1)11 nにおよ .k発御利宣

の給米、従米のtI~)Ë ど J; リの U~信制:ととむに、 iliたに

8.tj¥的I¥:rl' J聞から後IYIW:iíiにか :t ての fj~ ï~高時が硲認さ

ntこ，
倹:11さIlたiiUPfl.t私i，i20m、処長 100mの道路怖にあ

っ í:.竪穴式{帥;跡i\ 1~k. m立H注物跡 6Ni以上とと

むに.多 tの ピヮ トr.f.が初Ullされた。

怒穴式{五段跡~I' 11A>}IJしてこ刊の-'i，fi'J特を持ち、対I

l純・舟Hちミ:'1!J! ~;';: を 1" わむい Lの、 カマドを持ら.Tiι

~~;:を 11'， うむ のと い う よ う に、州.i1i ゃ出+ill物から L同

阪の*，'ill~ H!}た.~.~に後'Ï~'1iカマド俄に ?3f勾土.t，~J を持

つのにk，j'-. ，iiJ巴;'Ii:I:I¥?'を1'1:わないとい う、主演百:な本11

i♀.1，，1，がμられた. '1/.ニ検.'1¥された 2終:1)坤守ド l主、い

ず札む良好なA11r状態を万三し、なおかつ.玄関1石、紙

などが111上して.、る

;k 1:4~ll 乞十tlill物/tr. 1品、.J3I.(1のとニろIr..l!物 Eしてまと

均らHt.よしのが1)1111てあるか、れ千II.Ht'隔をイfしてい

ると，'d，UdLる. k f~. llll1i川仙や.周辺から的111二I:ili

笠穴住居跡群

~骨のなかに.~仰向~;:.べ' J.A :;:f花かはられるよ土から、

札fáにおいてむ説。-つ に ~ll~勿 fJ'JR似し て li.] ~Ir にき長か lL

fょと tEえら Ilる.

以』二 . 当訟iil~事It jú~iI (-'，とJ也とし ての#:i;'状的トレー

チ的純資ではあ ゥ とが、山 JnU，~代後 JOJ にi:Iける灼lかん

カマドへの転ぬJl.II.ilt令(':}"HiIから、"11lf'(J!J付税への

転4免!日i とも・う、 Ilt史的にはて 2 つの沢波!~.kさな伝;侠

IUIを一部なり Cb ~~ I 1) ll~ るよと 1)(11¥ ~~る i立跡として、

it目に fl1~する il'i跡とい￡よ') . 

(i並 ~'lV，I;~:土 Î'f ~U会 i/.[i!ド滋)

26.大型竪穴式住居告伴う吉積前期の集落跡

栗東町六地蔵高野遺跡

昭和591ド2月上り 8IJ に，，'It て~泌された!i~山 rl'学

校別地の謝"iで101.. ~i JftU.J {¥: ，it]1l1の )jIH'~~穴式佐川20

械以上、平安後1Ulから中l'トにかけての他物跡、 jド戸等

が発見された司恒穴式fj乙肘のうちの 21~!loI.、"主伎の

f也に各i!lの峨際に .PI'ずつのH;をむつむので、{也の{主

主秀と 1主主主おH'誌にする S H -R 11. ìlj~t 8 m.東西

7.6171 .深雪 4nrmを加1)1) 、~'!j"f必r~に IH ・ては大守!グ，

喜!1M(に入る.Ill1'同氏ioi' :. ~~':~H日iの険協と 4 主u:のú'.{

f#・を践す.合計16-1'のt官僚のれのはとんどli':，~ilit(1)外

fnq，ニムリ、 litr而をl'jfJI} ，U・司IIlぐに匁てらuている c i~ 

さ t品、 I~~rtllから 1(I¥'m -3(j{'mと。， :iミH:60cmよリ i長い'.東

)!lをi徐<3.i立のtJ:'IlIIJ:.1lI11f1I1J/HHt 2川に紘一 され.

中火lil.fim-l，8111を，llilゐ.米Jllll、4じII!日よリ2.6m、

1.4m、2.2111をIWII，、 1也.illと1.J.}'，~ 1-4るニとより、 tI，

Hとfi1Sの 4郎、 mí分か l]j人 U'C'め 3 たと忠われるー検a~ さ

れた治相li cn 1t!t 1~ 、-t凶 l二hHt\'iJ立を知岳 Fかかり 1よ全〈

‘"..骨咽r-..，.~ 

霊穴住居跡

目以 <. 1fGillilのIJ.'{を出ないが、

家!-i{文涜にみらJlる低床式

!i:I，i;. (ニjlj:ぃ.1:以Wi1!をむつ

汲i'ul:l長J占とJ5・えたい.位

'111に脱fritもがみられること

より阪'¥1'であろ うが、t¥ld反
mめ込みの場介、問問の処

尽かI付~であるため、 t主の

外11聞に 1~ぃ械を締りつけ~

T合わせたものと思われる.

1ポまでのi~ さを々感すれば、

地 kからの11そη立ち上リカ



1 m前後でも、 10m四万の大烈住居に匹敵する空間を

健保することがで島、当ût~事においては中心的な住居

であゥたと考えられる.この住院の昨春期を抱縫できゐ

造物1:1緩めて少ないが， S H 91~庄内併行刻、 SH

-81:1布御前半を弘幸らないと忽われる.この時期にお

いて、県内でも特異な存在であり.自然発生的とも考

えられないことから‘堅穴式住居に対する保守性を持

ちながらも.中火fttrtと，r{枯した俗jJの符示を感じる

のである。(014)薬品E町文化体行鉱興μ業団平井弁ー)

27.古墳時代を中心とする大集落跡
栗東町註辻遺跡

みiXi跡は剖UI8 ïjト総とY.l滋守山・高野総(通称;~E琶

湖 大f鳥取リ{寸It道路)の交1援する祭Jt!町必:交王室点付近

を中心として問jllI':~.広がる純文!時代以降近世:にまでお

よぶ1混合法r，~である. r~でむと '1 わけ旧野洲川 1.ï:Ji告自

然。占防~~の微I街地に j形成さ tl/，ニ古墳時代前期から奈良

11事代にかけての ~~併跡にはその現院やすt;f+の盟街さゆ

えに短めて興味深いむのがある.

本1ti存においては19831r以除倣火の鵠fr:tJ'7.1illiされ

ておリ.ょILまでに!世代式住陪13Q関以上、鍋立役式建

物30煉以上の他、多数のi体跡や土上えが土総額や滑石製

品等のi建物をwって慌&zされている.

その内.今l司~t告する側1'Wlミ附~f.lliÆ丞訟に伴う事

前調/tl:して 1983-例年jEをilUじて実施したものであ

リ、~]主総面的Il~(J9700rn てゐる 今年度li前年度調

炎区域{約61叩m}のi例措民J~. 約36∞mの調穫を築地

し、生長六式位以3ゆH!、』属立怜純物8f艇の他、多数の泌

跨やゴてt元主宰を1i1'r.~している.

l蟻穴式1:1:1.足跡や~lli立位ill物跡はいずれも古杭時代前

期からず~l.:t l l.~f~の ilH拘である. ti~告でl.i一辺 5-6m

めJ;ff長め 1..， q，坤t)苦手l!-，1iめ.限内総仰として炉やカマ

トを有している"カ守トを "1)'つ~((では大11生か現Ltiそや北

暗にカマドを1守ら、そ<Y!:;Jーナーには問l杉Lしくは方

JHのーには ~'f-J J世する.後 r(1ニIt .rl.Jを械でIIIBもされた

Z-3 械からなる4J!~制nがcr~的ら tι る. 1.明}跡では白りt

I時代il旬J明から奈良11主代qlむのの他、前北方向にj況飴を

『担F

百'

-ーー=ー

取る平安時代め自敗訴E絡や多f;tの炉俊片が~.聖棄された

近世のh'~1事空宇が認めら tl る.

とこらで、今回の』将軍EでI.i:(l.!.E~葉 ・ 土師総苦手の土量主

要賓の他、有孔問絞2事の滑石似Sもや~石など多〈めi段物

が上記逃縞よリ IJi土している，中でも古f食時代後期の

土鋒矧は栗東における ζのl'事'1.11の殺も良好な炎剰とき

うことができる。 tRO察官E・1文化体.，，~興1i'~聞大ti隆志}

28.縄文時代後期からの集落跡

野洲町市三宅市三宅東遺跡

調査は、.日本アイ・ピ ・ 4 ム野洲工J~t曽Z廷に伴う

むので、その而fl'!IJ12，001)111である.

j立""手、!1ft削 )11布f~1の自然見防上に50臨すゐ縄文|時

代~平安時代にかけての川f¥.:.ru偽鶴:で、昨年発見され

た玉造工房で者名てあゐ.

本年度の調先It、Ol初任区.;j12 f1.Hl'区のこか所

で、昨年 7月よ 1)1~ll訟を~i司王し、ゐ~tf 3月に完了した。

!A"; 1 調ぜt:1l 'i. 経穴住)~;lH点、}Jtl11 A~、方形問機

各12~童手が輸出きれた"時~穴(lMH:i，大半が 5 世紀後

半のむので、住居内よリ 1ri忠総・土附総 ・i91式系七採

が出土したa

住居には、;笠リI.mカマドI.t(t属しておらず、近江

地方のカマド普及を知るJ:て需要てある.

方形問i持fiisl.i、弥生中山'1-1:者JVJの Lので 1辺8-10
m前後のものが、問iAiを共有している.

1)境l止、 l辺6mliiJ後のむので.同111.内主リ多母の

須j忠告器 ・:上問首長が:1凶二.さらにr.'J，:'，内の土織内よリ石

~lベンダントが雪量見~Jι え..

m2調子t.OClt、食決断舗に1下-;rJ，司炎で、そのi而杭li

2.000mである.ll:i桃1.1， h 11王将前総 1，J.~. [;お 3条、

111 ji1f i主が倹出された.万形制『将偽 .i品 l;t、 ~1~"主'TJt11、
下1Mの;n物包吉rMli縄文後J~Jである.縄文土i終It ， 後

期初鍋?l'1'; 1，式を主体と寸る Lめであリ、他にUfl有数

点hrl1lオ:し 1':'0

以ょの..:.とからtli三宅起i跡は‘純文後l!nにUe子高形成

が1m始された‘ことがIIJJらかとな勺た

(~t洲町教行会H会代Jn)勝宏)
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竪穴住居.tf 湊式系土器{住居より) 遺術検出状況
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29 土馬出土の溝などを検出 1 

1 野洲町北縦北桜南遺跡

flJ品~itfiijlW~たに i平弓 ~tt誕地M.，， _J_'!!みえ ltIH r!f...;凋先

tJ.、本町:~/I'穿~G 次制tt となる.間WURJ也 li 、北l孟

先制定例léJ也に~L 、市U.近f l:'IX 1:1対処1;.、・たる広大

な地Iiで.対象的i絡が~15万m' 1: r(~ る. !li'l't IIH院は

附仰同・;r.7 1) 2 U-同年I(l JI~1)11 d 小切司'，'cIニ先だら.

J; もに ïQ断、俳水r;}~ '1t をj!!.点i二、令肢の以磁調貨を

?J，f抱 L た，以4臨調合のま占採.ニか併のトレンチでilit~.

il1物の (f(，:ヵ'Tt12さ伐とた均、 トレンサを'fl/':'・iニ鉱張、

九々 ，¥J也I{. Bj自[.{と (fi#; ‘ ;本創伐 ~~11éiしだ. A. 

B i~リ j出Iま fTわせての品Ur: lflih'tIH'-J H~IOII1'. AJ也区で，品、

'; 11.'支1I.~IU之助の持1I 川ιu\物{恥 l州市 1 I仏市~thlr 1 t!U， 
とらに総H.ない し、総H~tlili ，-jlj: I、11'火則的).1:敏 5

N.， W物の |苦 1IIII i降、 )jff~II';i .小河川の 川 iJlt~íi などを倹

/11しょ・ :11 I泌物1;J; IJ に ; J ~Jt.i"{叫物の村火から出土

しτおり、 Lr.lt r.~. 打1色.[:総. Jしお~. 5~J豆、俗世if主ど、

I:! 111;紀後下を '1'心圭十る 11キJUJのものが~いが. 7 -8 

|仰砂u廿.記a紀削:汀f代tの:山i“":t.i司

v的J耳旋fα{側柵肌. 大11山11川に近い将術Jへ鉛リIl¥寸寸'1'“H然民収E仰防y方J上に{位立置

寸る. 1倫脅:以iHii也，m例必~ Lて;以.i. 7 Ifト紀後!I~-il lI~紀前半頃

vllO1 .'t:n:a物6j引{右足 211!. ，'t/ili 4 II! l ，~， 1条、十

川町などがある.:1¥'1:ii'j物i二r:1・剣I~;;'、官I :.\!縦、灰'([bJ~

~~. l!¥色・l・際， ]正>:，'yかんる綱まとこの他tこ.i品政か

ら7' 1Il~I~~ド~来頃と忠われる il.A式:1' ，~が-li1C形で

Ih.:iニl'Cわる. B Jlr三で険:11~ lLたtW:i!H.iM匂1>>1主.

u:物erのJ山民十時期など， ~ ，/t i1での:tl'-:J也成の調査

でI!Uめんれなか..，/ニ続たも・知1犯であるといえ， :lt陵

地肢の(.:}也浪4>l防'"1.'; ~ととして tt.(. :，Il込むのであリ.

今後その!IL:iaHlt IJ' lIllfß.~ ~ ILよ"j.

r !l'f~州Jrt'{(/ '~ù会代

30.室町時代の集落

野洲町.波甲

~'f 々 BI!WII.t ')I(.'L 11.) f~- j江 11l:，~いたる F組合 jjH~であ

る.ょのI也1・約()()(lOOUlを，t.J'~t とし( H'thJl :\~;')1計画さ

i L .本1'1'1l:よリ iãlí~'ニ先立ちA完全fだぬした.:ぉ貨は

ほかli}rの島t!eトレシチ :lT(関iι入阿iリiにつ、.て3足踏し.

w舗のぷ袋、 ~t'I~:;lm相東川7)JtI! fMl11TJによリ厚い砂

1::IfiI，H. :.rJ，1定めj!UJ是をl!ilfたが.1111'全域にねた')

11'litをれ体とし J.:.遺偶)造物η'((lf.モ:lrUZした.符に

'"貯1I~i NII1/.~1 il1でl.t.1Hlll.~代的 :1:r.:1I Po;:.黒色土r.;
なrがまと i円てlJi:1:したほか、多数のピ '1 ト.土岐

が~Il2，~ Jl 1.ニ.

i1u入怖の関;)'f.I;t，桜花 lS(lrn .約21j()(Jrnにワいて占関与

した.その給処.弥JI: J!if~îiil則のJ:J.l~と飛，~時代の.jf

F人 将il!lr時H;UlAli;al注拘.JI;， i. ，fi札 ・1:峨などを検

ム.

111 した. このうら.采IIT時代~zi~ とする~tl!品 11. rti惚

め1'I~~itaI川段防 . I ~に立地する 2 X a nlB:J..1 ~Ul総 !1ll!物.

1品、 '11'戸からなるー冨(i!:-.ヰヒ1If，C'l2 X 2 J:ll以上の総住

也物 21仏 l~:向Îi郎、 . 1:4i IJ' .，生る -11(;~は~L た. '二

れらに"1¥.j j;ï物としては、多止のlI'iおi~~:~をはじめ井

戸より1111物 ・1';:附や愉入陶磁認などfJ'，，，ゐ Q ti散j血肉

i!!l': IJ.-l:木断 i.li跡、常駁.'ti怠持々ど'I"IJ.:~_jj主主サゐ

irt併が知らh.続おされる次午伐の阿波によ '1ll!に繋

洛の全体，tが杷!'i!されてこよう。

iW洲町教fr:安n会i1!l綴 武}

31 中世の農村集落跡 | 

守山市織江町検江遺跡|

11抑制15!dl'l!l.ょリ ll，¥11:定{供給公tJ_?I'むJl2f1iHaによる、・1¥

rlíil~J 1'ì;どして%ぬして 5 た~.: 1~l~L刈 f~ t. ，j~.(1・ 11で 2 11' 

日を迎式.その総:5~制調合同IW b IROotllll!・4・'1'，j: ILJ 

rlí織r[(/)J色IJ~ll.!.r 多大な 1点~~を I '， IU 1.J..，ている市

二ニ ではその成以のうら本年度分のうれから主裂なむ

のを辺ぺる.ウ).;-ffij分く}'11I."IJ'1苅~を '~bði したもの

についてはilifJI別配する.n1;Jr:倹:11さ1Lf.υI'I!J:の悠Wi
，~その 1取誌 を1符やし.. i青たにlOf地近〈めj総fJ，'la物が

険HlさIl.その伐!tli も制作地の I~frtl.. )!;に低lt~J 3 tnの

[品(lM)I:I~I .t tt.1.:20m X40m の u自のイ，る '~I誌を1淀川

にlそのU'I骨附iiに111111'す上うに純ltε-¥tri<両川し、

その Ii[J401llのf(ji!i}の"'1ょ2!引"，，，1(，で盛物を:並べると

J るものである.さらにこのnU~W~'l.\I I!llilf生時と思わ

Ilる11世紀-13仕紀代の:1'j':明めi~..1I1f事情t-H勺-

"H~lよの往物そ-?，t岐し.現軍事 111 ・Ir.1I1I ・ 4毎近川 ßlIの

自然従;Jjを，ftJI刊し昭倒に合4よヲ.何川帽を.，&，之}恨の

た'(，，~耐十tH~~，てtで伎と 71':ìで閉ま II たt1!物!-~ナる

と、.うよ 'iI ニ会It l レべ2レて正~~ ..，れ、る"・世1~11‘却の

悦rttr.tllh訟仙のひょウの!刈とし Tとらえるよと IJ'でき.

全DI でむイi~の ii'H~'であるよとがわかる. 111 jしにill
拘そん て u)立hiQ'i 1:制J'i'lヒ1r.t，lIt州系ねH，・ 'I;~討.t~~

L干の 11'iii; ~t ~;; :と!，.Iニrr憾の水伶・ ~tれ· .{，;-(，，，，， ・

1砲やずI~裁の1:11)(1:， tl泌・IUl' f(U，f)<， I'， '，'，';.の峨~:;， h~，' i'i'H I 

第七zru僚会食

- .. ) -



~:ri鍋綜の行製t1E. 刀子.問元通主・ 1会~元宝 . ~手符

lill ;j r :r;;の級やH，々の木駁白日a与が火f誌にth土している。

その他にも一郎iljtj'UHt前期のWll!.UJs物Ij;洛が電獲

してrr:(1:しτいる.今後 2$1'間伐された 2万mの調査

会防車..:..で民~!I':~己きれなか勺た ‘これらのm前年の成立

と武巡の，tl:~を従 .U':村l阿佐m泌il).のひと勺と，て評

価主札Q's.j!!伎が今後の偲砲である.

(itii県教'fl'f:n会本戸抜方)

守山市杉江町 杉江北遺跡

以符かんが、.緋水lJ~よ花 ・ .，.J持悦{制 ;1‘ふに fj・ v 発錦調

rtの 1勾、杉H:~仁 ilt跡的慨!}Haè・4

'01:山，iJH1LWrに所イしする小1Il州社の.ltflllJ1.1、従米の

，(lI，J伐によ 1 1 11'1 1I'J1H~の{J..(LIJ'Iリlらかにさ tLているか、

今1!!1の/tlId1eにおいても検11¥しだ. 1 -2，"仰での調査

のためイ、卜分ではわるが.滑によ勺て区間された建物

号、多訟のピ ・νト・泌が検/11さll/' 111，内から f.t12-

131並仇!の烈色二L?:W ・ 上旬j~i/l、聞がまと i って出土し

たが.火1I11111lf.にすき.な、、

まに.隠絞寸るトレンチヵ.'，'， f.1‘ g -filIそ紀代のピ

，ト.w，.抗生時代後1VI71m1J'倹mされた.

以.ヒの状況よリ、 H江!じ遺跡I.1tjlI!I:民裕たけではな

〈、$').'1:時代後JUIからのf!，t{、111跡であることが明らか

にな〉た， (帥illfiV，~文化llH沢、弘協会小竹I'ur子}

同 中世の集落跡 | 
守山市本幸江町 杉江遺跡

tjfq~ llIlI l改修.'r.)J~に l字ヲ発Ut!aI:h"tにおけるμìfìÜ織

の慨援金肥十.

間 必l孟Il何i1UiinlJ-f定地#'J30mX 1仰m で、Ift~時の

m水路によ 寸て.ドホ ・上半に草分き Hる.

ムずド‘1・で(j、 M土 I(Cドより以似て"Ii'(I.Y，e.された巾i!!:

i山品内‘倣11パれた.1川端IJi'I Y.-i¥のおら込みになってIよ

り、ニ Jl J; '1 J.I! 町、がJ35 川、 i，~i て 1，，(，内，:5 H，たL6:llfJjにi持・

ピv ト待合~1&~~11Iしに， )~J，I，~~絵訂~.M句， ir*等、 3 

-，1 Jj"工作 2- 31忠 r- .1 の~JtLil:ì I:~K ~;JI;f. て桃成き Hて

8、9世紀の潟 遺構4提出状況

いる.二c:n.~J釧の井戸111 必であり‘他の I M:Un明互

のため-;11に倹11-1され1:8'1世紀のものである. その他

に I奄敏仏ξ;;えられる 120cmX 6()(:m~ ;1:槻&を検出

した l(Ym-l5cmのn::に 2孤中俳のiti以前があリ、前1

~ーを会わせて 12- J5itJ紀の時代幅がふる.

上半て L下半間ぬの中世i定例防fを1ず総社¥L1;. l1li 

初.旭であリ後111;の込1>>占とぞ.{_ていたか、 1111也形その

むのがお〈な 司て必リ、かつm和'Ji1iを干'11lJし、前官自の

fl!;tmffiiとの区fi10iがなされている.

下半-上半辺住I;~磁の総辺部分の問先で 11J， .， たが.

今後地1却するてあう 2 中世un~高の tyit干の 1 ・つとなれば

芸名いてある.

なJ玉、J)l.(， 8 世t4êf~の-11・p に tJ ~じする ìïU拘íflît前夜

中であり.主た '):1、~U ?H:出ゴニし ていφ.ニとから、よ

り|・ !併の;I~W，の，~，~tt. L tl車枕してHぅ“

( Oll)i必災以文化Jl-rl州地協会 小竹ftl(ln 

34 旧河道よ叫の木製品出「寸
守山市倹江町織江遺跡

-ーーー
nq江辺U*li守山市のi~j部 ・ f故U.町Jl，lî尚一併に広が

る、 主主i11\時代 ・ rt'~止め二時期にわたる JIHW遺跡である.

泣絡のすぐ桃じ11111ft洲.ðl: と 1t1架ぷ I:t!~分 It f.:縛111が

i恥Hτ 1;') . -1.辺勝 11 ニの自然災~)jJ : I': .îd也している .

徽江il'H帯の~1'tl :t !北住宅供給公u.による箔j~l.:fr う 可 ，;

前。剣先で、 II，'{仰58 1Fから滋ti 比~fif('kU会と WllJi布教

育委民会によ って 4{~' ~t耐で目問先がill!められている

ここτーは特におJfl時f¥c:n iti憾についてその慌時を説明

しfょt・.
昨年度&:Ii併を行 q た的 1寓記正反か:，1:1 ~段Níの綿:íLtJ

建物全含む ;多散のHi火砕 ・j/;• :1:場!(ちi!l:lei在学ー 7

t世紀)を倹mLr;..今年肱ー調泌を災地した沼早軍司Ji.区
I;tニのお 1 :河 jli. I~1こ脱線し τj; ') . WI;占の足H怖が期待

された. l~，'J 慌のf.，'; ~~ 、 111 和rìil ・ J I ~ j:i . .1:鳩 ・それに多

数の処物Hi'\l1(~.検出した。

IrJj'iJj{ilJ.制。12!im以1.あリ. ~:止の I a:i刊， ~"'ilIJ'J 5111J ・ 51~

l 木製品) . "~H' . 'Jなど多数内本側川か/1¥Lした.

J~tll.t 2 NH似11しにか、ぃ tJI & ~I， 1) ぬ J のt\~~H ち.

遺争再検出状況
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河i直内に~~~夜している.また l m X 2 mの桁阿形状を

示す土4腕からは上飾穏やm恋総にまじって製塩土務が

かなリまとまって出土している.これらの泣織の時期

は出土遺物から 6世紀初績のものと考えられ、本集落

がこの時湖沼立住建物のみで構成されていた可能性が

向いと思われる.いずれにしても今後調査が進め1;;、

Jl!洛の笑tJ!がよリ f切らかになってくるであろう.

{守山市教育委貝会宮下隆夫)

35.玉っくり工房を含む弥生後期~

平安時代の集落跡

守山市守山町吉身函遺跡

守山市守山町、下之郷|町j也先に所在する県立成人病

センター-1↑?に広がる15身内遺跡において、河川改修

工事のJj¥.ivi.J却特を行った.11.生林1ii銭t'i食総司l務所南接

地点でl;t弥生後Mの買を火{机寸3何!(内 1棟は五角形プ

ラン)、同J切の!kll.li:H怨物(納足状) 3線、土減3益、

古坑11年代後WJi待状j立射降、平安11年代術立柱主主物3隙以上、

平安l時代以前の畑作f¥9i主と27えられるti.j状ill椛などを

同一|価で検出した.この地点l孟同j立WFQ)南限に位置し

市への広がりはなか勺た.五角形住居を含む住居はわ

ずカイつ時JUJを'fl::にしているようて.土時→五角形住

貯→ )j形住民と制灰分の流れをみるニとができる。

県立保健呼門学柁と市立問.号館の聞の地点での潟去

では弥生時代後期の五角形住居 l、古治時代前期の方

形プラン住民 3 様、 J;形周1持~l 様、間後期の抱立柱

建物loNl以上、同tみ6条、土峨多滋か検出され、宮司'tt

範|咽全面にひろがっている.この地点でも五角形f主際

が知らH.fli内で1十7(刊行を数える 4二とになったn

特"1'1:するべき内科としてこの古tfl.時代後期のi虫桃仁

は十時石の製品 ・ 米製品.チップ・応~;r.が出ゴーし.殻低

4 か所の ~_I~~I内に特に~<、 E作りに間述する逃併で

I;t.令いかと与・えられたよと m 次に. ，~吋tn.y代後期J (6 

l!!・紀J.jiJ!件後染)にlil!!tに-tkll立H.ijt物の係mがはしま っ

ていることか判明し たこ士である。南西にI立遣する金

保~U;.ü湖、‘ また ri.t:t IJ~ iitiみても-}1If~ Ild iiル峰、 7")・1可.1ft
(J)伐骨量かみつか内でおり.相川IQ)変化やそのj塗1也をう

五角形竪穴住居跡

かがうことができる良好な遺跡であると考えられ、遺

跡の範囲や臨機遺跡の生成、五f.is究明の重姿な;y.イン

トt言える.なJ昔、情石1;1:管玉、臼玉、有孔円板永製

品、臼玉製品、板状のつくリかけ.チップ.拳大原石

がみられ.勾玉の内隠さほ右がZ点出土しており、玉

っく q逃跡として良いと思われる.

{守山市教育委貝会山崎芳二)

36.竪穴住居44棟を検出

守山市守山町金森東遺跡

昭和59年lonよリ.宮地造成に先立ち実施している

金r~~!i遺跡発制調資J出 li、守山高校の東側に近接する

守山干11守山町字じ反ヶ町1出に所有Lし、 l耐引は約 5.500

耐を iwj る。 ~iml.ftJ自の北京 }Jの周辺地では、当ill跡や

音身西巡錦、の剥伐か放多〈災地されており、開発の活

発な地域である。

部i是正は対象地(約5.000111)に 5剥脊区を設け、順次

iffiめたが、段f圭の，鈎伐のilliJ:.i:と抗Iill 8"1)の補足調授を践

すのみという i正j!~状況である.

調1f.途上ではあるが、.fJt.(fまでの飼倉成果は図のと

おリ、唱を穴住居44様、合11械の他多数の泳、土獄、ピ

y トを総出している.物穴住民の航築時期1<1、弥生時

代後期lを最古の 6世紀前半をfu:新の時期にお〈ことが

で島、このrUJ継続的に.M~ された!I~訴と考えるよとが

できる {守山市教育委貝会岩崎 茂)

37.弥生後期~古墳時代後期の墳墓群

守山市金森町 金森東遺跡

~..I袋井:t i立跡{草、宅地i立成に先立つf~夜によって昭和

57~'二新たに概認されたii'lVfである 本調子Eは昭和58

JFから 2年同Hffijで訓tf.してお 1)、今年度l;t約12.0001げ

を対象としていゐ.

iM的li1IIムIILFl-おいて倹111き札、 1沓穴住16.土峨

袋、 }J1~ f.'iJ iNl‘.~~などを免比した.

t犠授穴{陀セ府iは主 12刻t計村;.1制|
のjん川トバi帝部匹でで'}比己つ力か、 3ている. プラン I.l:円形ないし方形を

呈し、大きい Lのは Rm -10mを青|・1)、弥生時代後期

目のii1物iJ'LII-lした。

検出遺機会図

七崎町~~~l;t調査区の西

1，において 4}Ji枚HIし

ており.同i!1にむ同様

のi冶ち込みが見られる

ことから若手を成すかも

知れなも‘oill物t主演恋

総が多〈、 l国間に浬遣

した土持~ß~ b検出した。

Jj形府税務tよ 15~在検

: I ~し. i品ぞJも有するも
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めとJIt.J1!のしのよ ? ー ‘ hら吊、 • ~ ...._ 
司 ヲ・

. .I-;~岨

4ニ'川tる. }\I.{~\ 士 --- 、 ー ¥ ー勺子~
‘・ -ー.._.-._，ーて ー帽--1.1 K則前後IJ.~'. ， fi ご、下、』 、2'. 一~-....:..:..__，九

州民!~q' õ'î Jk$ε 可M陣『唱 ・、 長でな三ー""=-'
』ー一 喜一.ーで 2ヨ，..__ー

Jtる Lのが!J，<. ----ーー 一，_，~ζ 暑
むかにuam企4・

日明の附治!，¥L ~ら

ti ::'. j!J.~勾 I孟 %;'f:

11年fl:i吐則的ゼ[.SI: ~ ~・ー・』 畠

~.;・ど 111 十.している. 司「LPF 

)j /f;C，j f，'>ì S~:J Tl乙年 方形周溝露首世.

11) 1潟査でら J段必倹11\ し.総:~3(1 m lÌlJ í量 t二~， ，~ t忠hh

o . まと凸 JIl も数W I.!.つか って ~)リ.とらに刷 iUにも

仏がる I可能性かhる (勺: I II ， b f.n'j"~H公判H本政策)

[司府とカかわる…群
大海市瀬田三丁目 野畑遺跡

.'j"則iE跡l:tii!llIIliJillJ'ら九I!l:l胡あゐい1.1れ!lllJlllド 1;'1

か司 τ ~~mAJ;:に銭紡にらのひ'る fi:~まのう九 . ll{ ~耐に

{屯;71 し、!uから内にのびる lí: f.~ 1:1二作(1:して J，リ .1出

V-~・の!品 j!.，_ ，こ，1.j出1・1討Ii'跡.::;;; / 1:古川 糊Ill li~ :!H事
といったi!i:ir，Q1ilif~ を将.t 6 .I~I ニ J;いてm~~なj立i#- が

秘却して“る.

"剣道跡11.181;，~lfU5!> ・ 5;牛肉_1:.:.'. :t.l1!!i立~.l

Itに 111-) 宛仮調;先が主総さ札、 j1i:rt時代の~穴式住居

跡、奈良から~l"似Htのf!i.idi:主E拘It. It-戸r~. ~跨

とい q た1.ヨ辺cnjuJ事と核殺な7係わりを持弔 fょi自怖が検

:1¥さ IIている.

今I:ilの凶作1;II{HIlr.;， ~I \剖針11l!.... i. と I:~ぱ.~をするJtl!.li

で災砲し、野穴式(ìll.i:r~. 7 I:U. .jM ¥'r.U-i!物納;5怜{う

ら 1N[I.!一緒し か倹/JIしてい>:.いた拘I!Wr:の可能性£

ある1を検lHL 1:.. 

一E山うちのMγ¥;;i¥;;fill.抑制.1- j!lが 1-G.5'"のお形

的・ I ~Jlliフラ 〆ゐ Vしており .，，l;jllTJr:仇Hl2-0.5m的周

仰がめぐリ‘ 」じil/'J".必lニカザ l'がは;31tさuており、そ

の iワにr! .J.I.別之11.かfiilえられ. N:lfJ'J'かと.'J!.われ

るよ j~形でし叫協の~~lJilll . L した.さらにt手!Il\した

7 仰のうら4. HI:J. 211~ .'1'ゥ JJ' !:J.リ・ J (，-.て J;" ， tlHhi...、

41j;似の-1Â悠が何1 l1(fに悦t~.: IV_.二II:，11， 01.1:した

iU物から山lilnS1~ljiJlUI ~ぶから。 l '頃 r.: lti江できる.

1~liJÍ.H ill物跡1t悦lT(/lJi(iiかN9・EとNI2・E付近

の二つに分けらtιるが， IjiJ打r.t1設計と比約し‘伐の45

IBえぴ.t穴の i剣晃が太~< ，しかも、近fI'l刻η'rfの主

~植物や主 .1 上:ül跡的.tJ!1b と 1尋-)j(乏をがしてお明、

住穴出.i::nl1'l;ーから:f，t良カ・ら'1レ安時代に比定で5る.

今日!の鴨hで!!.らIll..:資詳乙誕生去の-;Hとl司じ〈、

i紙111地区の8t!lP，ii¥:， i!efl.lHJ(.fに係ρゐ11lIWM'GIのた

ぬの'tiITo.な資本1となる心のとみられる.

情 出 遺 備

太n'lli"(fj1) n .. 会

39，奈良・平安時代の機構跡

... 

大海帝国よ鳳滞町鳳滞遺跡

!.¥¥i Itiim・lよ、 火山山111['，:.I.¥illflJj'.j';U，ll (/可火1IIIIdJ総

に広が岳山 i':~必跡てんる. ~J\ll;弘::，tt l立、大U Il IIt.J腿-

';i~ て ~I・捌き JL ている宅地lìll~ )'.ji!J出l本を対象として.

IrIF{)59~1I 1 H 13 日か，'，品目~J !とか111111にわえ q て災ぬした.

てのり;!弘、 llllre予定j也のlI!治郎分h・ら、 HiillJlIf(7) 111かI

illのものとみられる河川跡. M:側、 1版文nil!物問、七

l腕lなどのj五十況が見つかリ， -'弘似 li~tから1ftにかけての

胞悩に広がる よこ ，~が IJj らかにな っ fh

トレンチ-1t.':iリからjl'_，か q た北両から1釘)lU.;，11る

50-1)1)聞のfi!:f!，陸上のJlt!，'i状況やJt!!.IB.~・どか t. ， 111 

ii'f ;n (7) r'J tilと見らiL.大息〈上下2日に分かJ.lるi也1

中古・ら，'iJn時代後ltIlh'ら於;.ににかけての二1:総1Ii.木製

品!il(下旬)1. !，iR r時代か心不安II.H\:にかけての ;1:~:i UI

. J[.'1.I(・削純(Lr..¥i】品， :1 \;1:し た. そし τ ‘ よれに~，

>Lするよ 4に記包された Zか所Q)tiOljlニ‘ぬIsvf.の盲1
fì~伎が併1¥・. きらt二、河川u-の北側二位、帰II.!.UlJ.物

跡などが伶:1.1雪 Il.北Jir:.)へ411拘併が!1::fJ‘る .二とが・子

;危1さuる

州111川w早1ifill年代初J内町IJまで.k，1111との{'I'iA.，'.'.d.1

i止で内と~(にポUll)r分h.JLてねり、 IIti応I.iJJUI的!.I.¥i 1¥ 

U! ，.:~ と~~，l~1i:l'I.:WNI:1 ::J\~ I(防怖との 1111 を IA~~lても・たが、

今lujg)~lIt:例代仁よリ、ぞれ以前はかなリ何ìll ~r支え

r 、にか、九るいは流れの-Mb'kIJLUの泌lニゐ・けて

入り i主んた八，U~のJ也 lí~ 金"'~L.τいたJl.(Jょヶ、・IJ・と

.1;-えりれるように公司式

(大11'd ， r~m1妥 n会除irU Hdll 
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